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岡山県立博物館 令和６年度特別展 

「茶碗 茶の湯にふれる」を開催します 

 

  岡山県立博物館では、令和７年１月３１日（金）より、令和６年度特別展「茶碗 茶の

湯にふれる」を開催します。 

  本展覧会では、全国各地から協力を得て一堂に会した優品、国宝１点、重要文化財９点

を含む計９８点を展示し、茶の湯の歴史とその歴史の中で大切にされてきた茶碗の魅力を

ご紹介します。 

また、中四国、近畿地方では初公開となる体験型デジタルコンテンツ「８Ｋで文化財  

ふれる・まわせる名茶碗」も体験できます。 

 ぜひ取材にお越しください。 

  

記 

 

１ 会  期  令和７年１月３１日（金）～３月１６日（日） 

２ 開館時間  午前９時３０分～午後５時（開会初日のみ午前１０時開館） 

３ 休 館 日  毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

４ 入 館 料  大人４５０円、６５歳以上２２０円、高校生以下無料 

５ 主な展示品 別添資料のとおり 

６ 関連行事 【茶碗についての座談会】 

        内 容：茶碗の最新研究と魅力を研究者が語り合います 

日 時：２月２４日（月・休）午後１時３０分～３時３０分 

登壇者：梶山 博史 氏（大阪市立東洋陶磁美術館 学芸課長代理） 

    徳留 大輔 氏（出光美術館 学芸課長） 

    降矢 哲男 氏（京都国立博物館 調査・国際連携室長） 

会 場：岡山県立博物館 講堂 

定 員：１２０人（先着順、事前申込必要、聴講無料） 

 

ウラへ続く →  

 

岡山県立博物館 

担 当 者 重根・内池 

電話番号 
内線：5015 

直通：086-272-1178 



       〔申込方法〕 

         必要事項（氏名（よみがな）・住所・電話番号・登壇者への質問）を記入 

し、「岡山県電子申請サービス」「メール」「ＦＡＸ」のいずれかの方法で

「特別展座談会担当係」まで申し込む。 

 メールアドレス     ：kenhaku@pref.okayama.lg.jp 

  ＦＡＸ         ：０８６－２７２－１１５０ 

 岡山県電子申請サービス： 

               

※最新情報は、当館ＨＰでご確認ください。 

 

       【呈茶席】 

日 時：３月９日（日）午前１０時～午後４時 

企 画：一般財団法人茶道裏千家淡交会岡山支部 

会 場：岡山県立博物館 講堂 

定 員：先着順、用意がなくなり次第終了（事前申込不要） 

参加費：５００円 

 

【学芸員による展示解説】 

日 時：２月１日（土）、２月１５日（土）、３月１日（土）、３月１５日（土）

各日とも午後２時～３時 

会 場：岡山県立博物館 ２階展示室（事前申込不要） 

        

       【８Ｋで文化財 ふれる・まわせる名茶碗】 

日 時：開催期間中 

企 画：独立行政法人国立文化財機構文化財活用センター 

会 場：岡山県立博物館 展示室 

※「８Ｋで文化財 ふれる・まわせる名茶碗」 

かたちも重さも実物の文化財そっくりに制作した茶碗型ハンズオン 

コントローラーを動かして、８Ｋモニター上の高精細画像を３６０度 

好きな角度から鑑賞できる、体験型デジタルコンテンツ 

                 

 

７ そ の 他  開会式を１月３１日（金）午前９時３０分より２階ホールで開催します。 

詳細については、別添チラシ及び岡山県立博物館ＨＰをご覧ください。 



令和６年度特別展　「茶碗　茶の湯にふれる」主な展示品

重要文化財　油滴天目（ゆてきてんもく）

中国 /12 〜 13 世紀 / 九州国立博物館 / 落合晴彦氏撮影
　
　内外面に表れた、水面に油が散ったような斑紋がその名の由来となる。
室町時代に珍重された舶来の茶碗。当時、「曜変」「建盞」とともに高く
評価される。古田織部や松平不昧が所持したと伝わる。

重要文化財　青磁輪花茶碗　銘 馬蝗絆（せいじりんかちゃわん　めい ばこうはん）

中国 /13 世紀 / 東京国立博物館 /Image:TNM Image Archives

　日本に伝わる青磁碗の中でも、特別色が美しい優品として知られてき
た。足利義政がひびが入った本碗を中国に送り、替わりを求めたが、鎹
を打って送り返されたという伝承がある。

重要文化財　黒樂茶碗　銘 ムキ栗（くろらくちゃわん　めい むきぐり）

長次郎作（京都府） / 16 世紀 / 国〈文化庁保管〉
　
　千利休所持とされる長次郎作の茶碗。利休は自らが好む形の茶碗を、
長次郎に作らせたと伝わる。長次郎による樂茶碗は、後の和物茶碗に大
きな影響を及ぼす。上から見ると、口から腰にかけて四角形になる。

重要文化財　絵唐津菖蒲文茶碗（えがらつあやめもんちゃわん）

唐津（佐賀県）/16 ー 17 世紀 / 田中丸コレクション / 宮野正喜氏撮影

　菖蒲を思わせる草花文を前後に描いた茶碗。唐津焼は朝鮮系の技術に
基づき発展するが、本碗には美濃の影響が認められる。国内における茶
碗の展開を知る上で重要、かつ唐津を代表する優品として知られる。

国宝　志野茶碗　銘 卯花墻（しのちゃわん　めい うのはながき）

美濃（岐阜県）/16 ー 17 世紀 / 三井記念美術館 / 宮野正喜氏撮影
　
　２碗しかない国宝指定を受けた和物茶碗の内の１つ。ロクロ成形後に
押さえる、削るなどの変形が加えられ、桃山時代特有の躍動感あふれる
形になる。こうした形の茶碗は美濃で盛んに作られ、全国に影響が及ぶ。

　総展示作品 98点（うち、国宝 1点、重要文化財 9点）を、５章に分けて展示。
　室町時代後期から江戸時代末まで、歴史順に茶碗の優品を紹介する。






